


•  有限オートマトン 
– 文字ベースS={平，成，0,1,2,..,9,年}として 
  「平成○年」を受理するオートマトンを作成せよ 

(過剰生成しないモデルを目指して) 
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‘1’の後で処理が異なる 
ところで分けて別の 
ノードにする． 

この場合は’1’の次が’年’か 
‘0’から’9’までのところで 
後の文字列が異なる	

ここを書き換え	


